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オリックス 世界社債アクティブファンド 
（為替ヘッジあり） 

 
運用報告書（全体版） 

 
第６期（決算日 2024年４月22日） 

 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げ

ます。 

さて、ご購入いただいております「オリック

ス 世界社債アクティブファンド（為替ヘッジ

あり）」は、去る2024年４月22日に第６期の決算

を行いました。ここに期中の運用状況をご報告

申し上げます。 

今後とも引き続きお引立て賜りますようお願

い申し上げます。 

 

■当ファンドの仕組みは次の通りです。 
商 品 分 類 追加型投信／内外／債券 

信 託 期 間 と 
クローズド期間 

信託期間は約６年９ヵ月程度（2018年７月27日～2025年４月18日） 
クローズド期間はありません。 

運 用 方 針 

この投資信託は、主に投資信託証券（投資信託または外国投資

信託の受益証券および投資法人または外国投資法人の投資証券
をいいます。以下同じ。）に投資を行うことを通じて、中長期的な

信託財産の成長をめざして運用を行うことを基本とします。 

主要投資対象 

ルクセンブルグ籍円建て外国投資
法人「Robeco Capital Growth 

Funds - Robeco Global Credits 
- IBH JPY」投資証券 

総資産のうち３分の２以上
を主に世界の企業が発行す

る社債（新興国社債、ハイ・
イールド社債、金融機関が

発行する債券（CoCo債等の
ハイブリッド証券）を含み

ます。）、資産担保証券（ABS）
を含む証券化商品等に投資

します。また、ESG（環境・
社会・ガバナンス）評価を考

慮した運用を行います。 

証券投資信託 
「Shinseiショートターム・マ

ザー・ファンド」受益証券 

残存期間の短い公社債やコ
マーシャル・ペーパー等の短

期有価証券への投資により
安定した運用の確保を図り、

あわせてコール・ローンなど
で運用を行うことにより流

動性の確保を図ります。 

投 資 制 限 

①投資信託証券、短期社債等（「社債、株式等の振替に関する法
律」（以下「社振法」といいます。）第66条第１号に規定する短

期社債、同法第117条に規定する相互会社の社債、同法第118
条に規定する特定社債および同法第120条に規定する特別法

人債をいいます。）およびコマーシャル・ペーパー以外の有価
証券への直接投資は行いません。 

②投資信託証券への投資割合に制限を設けません。 
③株式への直接投資は行いません。 

④外貨建資産への実質投資割合には制限を設けません。 
⑤外貨建有価証券への投資については、わが国の国際収支上の

理由等により特に必要と認められる場合には、制約されるこ
とがあります。 

⑥同一銘柄の投資信託証券への投資割合は、当該投資信託証券
が一般社団法人投資信託協会の規則に定めるエクスポー

ジャーがルックスルーできる場合に該当しないときは、投資
信託財産の純資産総額の10％以内とします。 

⑦一般社団法人投資信託協会の規則に定める一の者に対する株
式等エクスポージャー、債券等エクスポージャーおよびデリ

バティブ取引等エクスポージャーの投資信託財産の純資産総
額に対する比率は、原則としてそれぞれ10％、合計で20％以

内とすることとし、当該比率を超えることとなった場合には、
一般社団法人投資信託協会の規則に従い当該比率以内となる

よう調整を行うこととします。 

分 配 方 針 

毎決算期末に、原則として、以下の方針に基づき分配を行います。 
①分配対象額の範囲は、経費控除後の繰越分を含めた配当等収

益および売買益（評価益を含みます。）等の全額とします。 
②収益分配金額は、経費控除後の繰越分を含めた配当等収益お

よび売買益等の範囲で、委託者が基準価額水準、市場動向等
を勘案して決定します。ただし、分配対象額が少額の場合、委

託者の判断で分配を行わないことがあります。 
③収益分配に充てず信託財産内に留保した利益（無分配期の利

益を含みます。）については、運用の基本方針に基づき運用を
行います。 
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○ 近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

債   券 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ 百万円 

２期(2020年４月20日) 10,292 150 3.8 0.0 98.0 1,275 

３期(2021年４月20日) 10,814 150 6.5 0.0 98.5 1,403 

４期(2022年４月20日) 9,828 0 △9.1 0.0 97.8 1,309 

５期(2023年４月20日) 9,080 0 △7.6 0.0 98.2 1,192 

６期(2024年４月22日) 8,766 0 △3.5 0.0 98.8 1,106 
 

（注） 基準価額は１万口当たりで表示しています。 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込みで表示しています。 

（注） 各組入比率は純資産総額に対する組入比率です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しています。 

（注） 純資産総額は単位未満を切捨てて、騰落率、各組入比率は小数点第２位を四捨五入して表示しています。 

（注） 当ファンドは、特定のベンチマーク（運用成果の目標基準）や参考指数を設けておりません。 
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○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 債   券 

組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ 

2023年４月20日 9,080 － 0.0 98.2 

４月末 9,088 0.1 0.0 98.2 

５月末 8,917 △1.8 0.0 98.6 

６月末 8,983 △1.1 0.0 98.5 

７月末 8,928 △1.7 0.0 99.1 

８月末 8,839 △2.7 0.0 99.2 

９月末 8,626 △5.0 0.0 98.9 

10月末 8,497 △6.4 0.0 98.6 

11月末 8,785 △3.2 0.0 98.8 

12月末 9,131 0.6 0.0 97.7 

2024年１月末 8,993 △1.0 0.0 97.9 

２月末 8,896 △2.0 0.0 98.3 

３月末 8,973 △1.2 0.0 98.7 

(期  末)     

2024年４月22日 8,766 △3.5 0.0 98.8 
 

（注） 基準価額は１万口当たりで表示しています。 

（注） 騰落率は期首比で表示しています。 

（注） 各組入比率は純資産総額に対する組入比率です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しています。 

（注） 騰落率、各組入比率は小数点第２位を四捨五入して表示しています。 

（注） 当ファンドは、特定のベンチマーク（運用成果の目標基準）や参考指数を設けておりません。 
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○運用経過  

 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（課税前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 
（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 
（注） 分配金再投資基準価額は、期首（2023年４月20日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。なお、上記表示期間に収

益分配が行われなかった場合、基準価額と分配金再投資基準価額の推移は同一のものとなります。 
（注） 当ファンドは、特定のベンチマーク（運用成果の目標基準）や参考指数を設けておりません。 
（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 
○基準価額の主な変動要因 

当期における基準価額の主な変動要因は、以下の通りとなります。 

当ファンドの基準価額に対するプラス要因 

・2023年11月～12月に、主要国の国債利回りが低下（価格は上昇）し、社債市場のクレジット・

スプレッド※１が縮小したこと 
 

当ファンドの基準価額に対するマイナス要因 

・2023年５月～10月に、主要国／地域の国債利回りが上昇（価格は下落）したほか、クレジッ

ト・スプレッド※１が拡大したこと 

・2024年１月～当期末にかけて、主要国の国債利回りが上昇基調（価格は下落）となったこと

で、社債市場の利回りも上昇（価格は下落）したこと 
 

※１：発行体の信用力の差に基づく利回りの差のことをクレジット・スプレッドといいます。一般に、国債の利回りとの差のことで、
デフォルトリスクが高い企業ほどクレジット・スプレッドも大きくなります。   

期中の基準価額等の推移 
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当期首の社債市場は落ち着いた動きで始まりましたが、５月から10月には、インフレ率の高止ま

りや好調な経済情勢などを受け、主要国・地域の国債市場は下落（利回りは上昇）する動きとなり

ました。ＦＲＢ（米国連邦準備制度理事会）やＥＣＢ（欧州中央銀行）が利上げを継続するなどタ

カ派姿勢を維持したことが、債券市場の重しとなりました。５月に拡大したクレジット・スプレッ

ド※１は、６月から７月に縮小したものの、８月から10月には再び拡大基調となりました。社債市場

は、７月こそクレジット・スプレッド※１の縮小などを受けて落ち着いた動きとなったものの、当期

首から10月にかけては下落（利回りは上昇）する動きとなりました。 

11月から12月の社債市場は上昇（利回りは低下）しました。主要国・地域の国債利回りが低下（価

格は上昇）した一方で、社債のクレジット・スプレッド※１が縮小したことも、社債市場のプラス要

因となりました。欧米でインフレ率が市場予想を下回ったことで国債利回りが低下（価格は上昇）

したほか、リセッション懸念が後退して経済のソフトランディング見通しが強まったことが社債市

場の安心感に繋がりました。特に12月には、2024年の利下げ期待を背景とした投資家のポジション

見直しなども、社債市場を押し上げる方向に働きました。 

2024年に入り、社債市場は一転して下落基調（利回りは上昇）となりました。経済指標が市場予

想を上回る状況が続いていることでクレジット・スプレッド※１が縮小するなどプラス要因があっ

た一方で、経済情勢の好調さやインフレ率の高止まりといった状況が、主要国・地域の国債利回り

の上昇（価格は下落）を引き起こし、全体で見れば社債市場は軟調な動きとなりました。３月には、

投資家のリスク選好度が引き続き良好だった一方で、主要国・地域の中央銀行による今回の利上げ

サイクルの終焉が近いとの見方から国債利回りは低下（価格は上昇）したことで、社債以上は上昇

（利回りは低下）しました。ただ、４月以降は再び社債市場が下落（利回りは上昇）に転じ、当期

末を迎えることになりました。 

 
※１：発行体の信用力の差に基づく利回りの差のことをクレジット・スプレッドといいます。一般に、国債の利回りとの差のことで、デフォ

ルトリスクが高い企業ほどクレジット・スプレッドも大きくなります。 

 

＜日本短期金融市場＞ 

国庫短期証券３ヵ月物の利回りは、日本銀行による断続的な買入オペの影響ならびに長短金利操

作付き量的・質的金融緩和の影響もあり、期中のほとんどで０％を下回る水準で推移しましたが、

３月半ばの日本銀行金融政策決定会合においてマイナス金利政策の解除が決定されて以降は０％

以上に浮上することが増え、期末時点においては0.0102％程度の水準となりました。 

 

 

主として投資先ファンドであるルクセンブルグ籍外国投資法人「Robeco Capital Growth Funds - 

Robeco Global Credits – IBH JPY」投資証券への投資を通じて、中長期的な信託財産の成長を目

指した運用を行いました。 

投資先ファンドを高位で組入れる一方、「Shinseiショートターム・マザー・ファンド」を一部組

投資環境 

当ファンドのポートフォリオ 
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入れた運用を行いました。 

※ 以下、「Robeco Capital Growth Funds - Robeco Global Credits – IBH JPY」を「投資先ファ

ンド」、「Shinseiショートターム・マザー・ファンド」を「マザーファンド」ということがあ

ります。 

 

投資先ファンド：Robeco Capital Growth Funds - Robeco Global Credits – IBH JPY 
 
当期首から10月には、投資先ファンドのパフォーマンスは下落基調となりました。５月には、マ

クロ経済などの観点に基づくトップダウンによる配分は、市場対比パフォーマンスにはほぼ中立要

因となりましたが、銘柄選別による効果が市場対比でプラス要因となり、投資先ファンドのパ

フォーマンスは市場を上回りました。６月から７月には、トップダウンによる配分がプラス寄与し

たものの、銘柄選別による効果のマイナス寄与が大きく、市場のパフォーマンスを下回りました。

８月には、トップダウンによる配分はほぼ中立要因となった一方で、銘柄選別による効果はマイナ

ス寄与となったことで、投資先ファンドは市場のパフォーマンスを下回りました。９月には、トッ

プダウンによる配分と銘柄選別効果がプラス寄与したものの、社債市場でのイールドカーブが逆

イールド※２となったことがマイナス寄与し、投資先ファンドは市場のパフォーマンスを下回りま

した。10月には、銘柄選別効果がプラス寄与したものの、トップダウンによる配分がマイナス要因

となり、投資先ファンドは市場のパフォーマンスを下回りました。 

11月から12月には、投資先ファンドはプラスのパフォーマンスとなりました。主要国／地域の国

債利回りが低下（価格は上昇）したほか、クレジット・スプレッドが縮小すするなど、社債市場は

全般的に好調でした。11月には、トップダウンによる配分が投資先ファンドのパフォーマンスにプ

ラス寄与しましたが、銘柄選別効果がマイナス寄与となり、市場のパフォーマンスを下回りました。

12月には、トップダウンによる配分が投資先ファンドのパフォーマンスにプラス寄与したほか、銘

柄選別効果が、より大きなプラス要因となり、市場のパフォーマンスを上回りました。 

2024年１月から２月には、投資先ファンドはマイナスのパフォーマンスとなりました。社債市場

のクレジット・スプレッド※１が縮小したものの、主要国・地域の国債利回りが上昇（価格は下落）

したことがマイナス要因となりました。１月には、主として銘柄選別がマイナス要因となり、投資

先ファンドのパフォーマンスは社債市場を下回りましたが、２月には、銘柄選別がプラス要因とな

りました。 

３月には、投資先ファンドはプラスのパフォーマンスとなりました。主要国・地域の国債市場が

上昇（利回りは低下）したことやクレジット・スプレッド※１が縮小したことで、社債市場は全般的

に好調だったことがプラス要因となりました。投資先ファンドは、市場との相関性を高めていたこ

とや銘柄選別効果がプラス寄与し、市場のパフォーマンスを上回りました。その後、主要国・地域

の国債利回りが上昇（価格は下落）するなど、厳しい環境の中で当期末を迎えました。 

 
※１：発行体の信用力の差に基づく利回りの差のことをクレジット・スプレッドといいます。一般に、国債の利回りとの差のことで、デフォ

ルトリスクが高い企業ほどクレジット・スプレッドも大きくなります。 

※２：イールドカーブとは、横軸に償還までの残存期間、縦軸に利回りを表示した曲線グラフのことをいい、曲線の傾きが大きくなること

をスティープ化、逆に傾きが小さくなることをフラット化といいます。逆イールドとは、ある残存期間の利回りが、それよりも長期部

分の利回りを上回ることをいいます。 
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Shinseiショートターム・マザー・ファンド 
 

Shinseiショートターム・マザー・ファンドでは、主として国庫短期証券等を組み入れました。

組み入れ期間の大部分において国庫短期証券等の利回りがマイナスとなったことから、当期の基準

価額は小幅に下落しました。 

 

 

当ファンドは、特定のベンチマーク

（運用成果の目標基準）や参考指数を設

けておりません。 

右記のグラフは、期中の期別基準価額

騰落率です。 

 

 

  

当ファンドのベンチマークとの差異 

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金（課税前）込みです。 
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収益分配金につきましては、収益分配方針に基づき、基準価額水準や市場動向等を勘案し、当期

の収益分配は見送ることとしました。収益分配に充てなかった収益につきましては、信託財産中に

留保し、運用の基本方針に基づいて運用を行いました。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第６期 

2023年４月21日～ 
2024年４月22日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 955   
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

（注） 分配金は原則として決算日（原則、４月20日。当該日が休業日の場合は翌営業日）から起算して５営業日までに支払いを開始しており

ます。 

（注） 分配金は、分配後の基準価額と個々の受益者の個別元本との差により、「普通分配金」と「元本払戻金（特別分配金）」にわかれます。

分配後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は全額普通分配金となります。分配後の基準価額が個別元本を下回る場合は、下

回る部分に相当する金額が元本払戻金（特別分配金）、残りの部分が普通分配金となります。 

（注） 元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した

額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 

 

  

分配金 
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○今後の運用方針  

当ファンドは、引き続き、投資先ファンドを主要投資対象とし、Shinseiショートターム・マザー・

ファンドを一部組入れ、安定したインカム収入の獲得と信託財産の着実な成長をめざして運用を行

います。 

 

投資先ファンド：Robeco Capital Growth Funds - Robeco Global Credits – IBH JPY 
 
米国経済が好調を維持する中、足元の米国のインフレが予想以上に強いものとなったことから、

市場はＦＲＢによる早期利下げ観測を後退させることとなりました。国債利回りは再び上昇（価格

は下落）に転じましたが、リスク資産は上昇し、社債のクレジット・スプレッド※１は落ち着いた動

きとなっています。多くの投資家はより高い利回りを求めているため、社債に対する需要は極めて

旺盛な状況です。ロベコでは、欧州の金融セクターや高格付けのカバード・ボンドに も魅力的な

相対価値があると判断しています。引き続き、市場の勝者と敗者を見極めつつ慎重なポートフォリ

オの構築を目指してまいります。 

 

Shinseiショートターム・マザー・ファンド 
 
世界的なインフレ圧力の高まりから昨年後半にかけて各国中央銀行は利上げを実施し、政策金利

は高水準で維持されております。日本銀行は、物価上昇率（前年比）２％の「物価安定の目標」の

実現を目指し、金融緩和を継続していましたが、円安による輸入物価の上昇などを受けて国内の物

価上昇率が高止まりする中、2024年３月の金融政策決定会合でマイナス金利政策の解除を決定し、

市場では今後の政策に対する思惑も広がっていることから、長期ゾーンを中心に金利の変動が大き

くなる局面も予想されます。引き続き当初の運用計画に基づき、国庫短期証券等に投資していく予

定です。 
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○１万口当たりの費用明細 (2023年４月21日～2024年４月22日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 62  0.697  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (20)  (0.221)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (39)  (0.442)  交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 3)  (0.033)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） そ の 他 費 用 14   0.160   (b)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） ( 5)  (0.060)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ 印  刷 ） ( 9)  (0.100)  法定開示資料の印刷にかかる費用 

 合 計 76   0.857    

期中の平均基準価額は、8,888円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） その他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

（注） 各項目の費用は、このファンドが組み入れている投資信託証券（親投資信託を除く）が支払った費用を含みません。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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（参考情報） 

◯経費率（投資先ファンドの運用管理費用以外の費用を除く。） 

期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した経費率（年率）は1.24％です。 
 

  

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 投資先ファンドとは、当ファンドが組み入れている投資信託証券（親投資信託を除く。）です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。 

（注） 当ファンドの費用と投資先ファンドの費用は、計上された期間が異なる場合があります。 

（注） 投資先ファンドには運用管理費用以外の費用がある場合がありますが、上記には含まれておりません。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2023年４月21日～2024年４月22日) 

 

 

銘 柄 
買 付 売 付 

口 数 金 額 口 数 金 額 (

邦
貨
建)

外
国 

 口 千円 口 千円  

Robeco Capital Growth Funds - Robeco Global Credits - IBH JPY － － 31,717,587 28,000  
 
（注） 金額は受渡代金です。 
（注） 単位未満は切捨てて表示しています。 

 

 

 当期中における売買及び取引はありません。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2023年４月21日～2024年４月22日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2024年４月22日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 口 口 千円 ％ 

Robeco Capital Growth Funds - Robeco Global Credits - IBH JPY 1,280,162,438 1,248,444,851 1,093,435 98.8 

合 計 1,280,162,438 1,248,444,851 1,093,435 98.8 
 
（注） 口数・評価額の単位未満は切捨てて表示しています。 
（注） 比率は、純資産総額に対する評価額の割合で、小数点第２位を四捨五入して表示しています。 

 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

Shinseiショートターム・マザー・ファンド 110 110 109 
 
（注） 口数・評価額の単位未満は切捨てて表示しています。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 

投資信託証券 

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

親投資信託残高 
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○投資信託財産の構成 (2024年４月22日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資証券 1,093,435 98.4 

Shinseiショートターム・マザー・ファンド 109 0.0 

コール・ローン等、その他 17,799 1.6 

投資信託財産総額 1,111,343 100.0 
 

（注） 評価額の単位未満は切捨てて表示しています。 
（注） 比率は、投資信託財産総額に対する評価額の割合で、小数点第２位を四捨五入して表示しています。 

 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2024年４月22日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 1,111,343,625   

 コール・ローン等 17,798,822   

 投資証券(評価額) 1,093,435,441   

 Shinseiショートターム・マザー・ファンド(評価額) 109,362   

(B) 負債 4,873,860   

 未払信託報酬 3,961,297   

 その他未払費用 912,563   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 1,106,469,765   

 元本 1,262,169,063   

 次期繰越損益金 △  155,699,298   

(D) 受益権総口数 1,262,169,063口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 8,766円 

 
（注） 当期運用報告書作成時点では監査未了です。 
（注） 当ファンドの期首元本額は1,313,184,295円、期中追加設定元本

額は8,743,260円、期中一部解約元本額は59,758,492円です。 
（注） １口当たり純資産額は0.8766円です。 

○損益の状況 (2023年４月21日～2024年４月22日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 18,188,002   

 受取配当金 18,207,593   

 受取利息 88   

 支払利息 △     19,679   

(B) 有価証券売買損益 △ 47,799,909   

 売買益 1,400,798   

 売買損 △ 49,200,707   

(C) 信託報酬等 △  9,793,860   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △ 39,405,767   

(E) 前期繰越損益金 △136,278,210   

(F) 追加信託差損益金 19,984,679   

 (配当等相当額) (   13,517,831)  

 (売買損益相当額) (    6,466,848)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △155,699,298   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △155,699,298   

 追加信託差損益金 19,984,679   

 (配当等相当額) (   13,517,831)  

 (売買損益相当額) (    6,466,848)  

 分配準備積立金 107,054,488   

 繰越損益金 △282,738,465   
 

（注）当期運用報告書作成時点では監査未了です。 
（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 
（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額を含めて表示しています。 
（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分
をいいます。 

（注） 計算期間末における費用控除後の配当等収益（8,394,142円）、
費用控除後の有価証券等損益額（0.0円）、信託約款に規定する
収益調整金（13,517,831円）および分配準備積立金（98,660,346
円）より分配対象収益は120,572,319円（10,000口当たり955円）
ですが、当期に分配した金額はありません。 

  



品 名：90108_133018_006_02_オリックス 世界社債アクティブファンド（為替ヘッジあり）_1011169.docx 

日 時：2024/6/3 11:15:00 

ページ：13 

 

－ 13 － 

投資先ファンドの概要 

ファンド名 Robeco Capital Growth Funds - Robeco Global Credits - IBH JPY 

形態 ルクセンブルグ籍円建て外国投資法人（会社型投資信託） 

主な投資対象 ①総資産のうち３分の２以上を主に世界の企業が発行する社債（新興国社債、ハイ・イー

ルド社債、金融機関が発行する債券（CoCo債等のハイブリッド証券）を含みます。）、

資産担保証券（ABS）を含む証券化商品等に投資します。 

②ESG（環境・社会・ガバナンス）評価を考慮した運用を行います。 

③効率的な運用またはヘッジを目的とした為替予約取引、金利先物取引、債券先物取引、

金利スワップ、通貨スワップ、クレジット・デフォルト・スワップなどのデリバティ

ブ取引を行います。 

④原則として、組入資産に対し対円で為替ヘッジ取引を行います。 

市況動向、資金動向その他の要因等によっては、上記のような運用が出来ない場合があ

ります。 

運用管理報酬等 純資産総額に対して年率0.40％が管理・投資運用等の対価として支払われます。 

※上記以外に、投資先ファンドの純資産総額に対して年率0.08％を上限として、管理事

務代行報酬、監査報酬、法定書類作成費用等が別途投資先ファンドから支払われます。

また、保管受託銀行報酬、組入有価証券等の売買の際に発生する売買委託手数料等に

ついても別途投資先ファンドより支払われます。その他の費用・手数料については、

運用状況等により変動するものであり、事前に料率、上限額等を示すことができません。 

その他 管理会社 Robeco Institutional Asset Management B.V. 
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